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第３回 宇都宮市学校問題検討会議 会議録 

 
■ 日 時  平成２０年７月３１日（木） 午後４時００分～５時５０分 
■ 会 場  教育委員室（本庁舎１３階） 
■ 出席者   

会議委員：太田周委員（会長），北村光弘委員（副会長），原田いづみ委員， 
片山辰郎委員，小林真理子委員，鈴木健一委員 

  事 務 局：教育長，教育次長，教育監，小学校長会代表，教育企画課長， 
総務担当主幹，学校教育課長，学校健康課長，教育センター所長， 
教育企画課長補佐，学校教育課長補佐，教育企画課管理係長， 
学校教育課教職員係長，学校教育課学校いきいき係長 ほか 

■ 傍聴者  ４名（報道関係者のみ） 
■ 会議経過 

１ 開会 
２ 会長あいさつ 
３ 委員，事務局紹介 
４ 報告事項 

(1) 第２回会議の会議録について 
(2) これまでの検討経過及び今後のスケジュールについて 
(3) 保護者アンケートの結果について 
(4) 教職員・市民団体等との意見交換等の結果について 

  ５ 協議事項 
 (1) 最終報告に盛り込む取組について 

  ６ その他 次回会議の開催日程について 
 

＜委員からの主な意見・質問等＞ 

４ 報告事項(1)～(4)について   
原田委員 最近，学校では雑務や新しい問題が増えてきているようであるが，私も講義

をする場合，教材等を準備する際に，著作権などの問題がどこまで該当する

のか気になることがある。文部科学省からの統一的な見解も出ているようで

あるが，例えば児童生徒の連絡網を作る際に，名前や電話番号をどうするか

といったように，日常的に今まで何気なく作成したり使用していたものが，

法的な問題が出てきたことで，どうしていいか分からない先生も多いのでは

ないだろうか。まだあまり問題意識として出ていないのかもしれないが，現

場の先生方は忙しい中でどう対応し，どのような手段で問題を解消されてい

るのだろうか。 
事務局  いわゆる個人情報の保護というものには，学校としてはとても神経を使って

いる状況である。従来使用していた名簿がなかなか出せないとか，部活動に

参加する場合に，大会の成績を表に出していいかどうか事前に確認を取って

から参加させているといった状況にある。このようなことから，教育委員会
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としては，学校が個人情報をどう扱ったらよいのか困っているという状況を

踏まえ，昨年度，「情報発信のためのガイドライン」を作成し，各学校に配

付し，各学校はそれを参考にしながら対応している。 
太田会長 アンケート等から見ても，子どもと向き合う時間以外の雑務に費やす時間が

多いというのは事実であるが，個人情報の取扱い以外で，雑務をできるだけ

小さくするための取組などは行っているのか。 
事務局  教職員の多忙感については，以前から課題となっており，教育委員会におい

て，「学校経営改善検討委員会」を設置し，その中で多忙感とはどのような

ものなのか，どう解消していったらいいのかなどを検討している。例えば文

書量が多いとか，調査が多い，あるいはコンクール等の募集への応募の対応

が大変であるといったことがあるが，そういうことに対して，できるだけ事

務負担の軽減や多忙感を解消するための手立てを講じて，できるところから

学校に下ろすことに取り組んでいるところである。 
太田会長 学校間においても意見交換をしたり，学校間で開発したものを教育委員会に

反映させたりするなど，お互いにフィードバックすることも大切である。教

員研修等の中でもいろいろと議論が行われているのではと思う。 
事務局  昨年度，各学校にパソコンが配置されたため，教師生徒とのやり取りや，学

校間でのやり取りなどがメールで発信できたり，週案などを共通化するとか，

打ち合わせなどについて利用するなど，各学校で実施している取組をお互い

に紹介し合っている。 
  太田会長 ほとんどの教職員は，パソコンを使用しないと仕事にならない状況にあると 
       思うが，開発したソフトについては，学校間で共有しているのか。 
  事務局  成績処理等については，各学校で独自に開発しており，各々の学校ではうま 

   く機能している。しかし，教員が他校に異動してしまうと，今まで使用して

いたものと違うソフトを使用しなければならないため，現在，統一したソフ

トを使用し処理する方向で検討している。 
太田会長 私の教え子からも，通知票を書くのは大変であると聞いているが，通知票に

は法的な規制や義務は特にないようである。各学校ごとに独自のソフトで行

うことも良いことではあるが，同時に共通部分についてのノウハウを開発し

ていただき，使える部分は共有するということも必要であると思うが，何か

問題があってうまくいかないのだろうか。 
事務局  一つひとつについて，先ほどの個人情報の問題なども踏まえながら，共通の

ものを作るべく検討しているところである。通知票その他において，個別に

問題となる部分と共通で使える部分が現時点でもあるため，共通で使用でき

るものは，各学校がうまく取り出せるように考えている。 
太田会長 ハードについては，ほとんどが共通性を持っているが，ソフトの面において

どこまで共通性を持っているかが非常に大事なことであり，業務の効率化に

関わることである。パソコンを使用することが良いかどうかという議論もあ

るかもしれないが，今やパソコン抜きには業務ができないのは明らかであり，

学校ごとの個性を尊重しつつ，開発はどんどん進めていってほしいと思う。     
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今後，その辺りの仕分けがうまくいくことが，繁忙化・多忙化の解決にもな

っていくと思う。 
 片山委員  実際に業務を行っている教職員から，「こういう業務はもういらないのでは

ないのか」といったような意見等を吸い上げることはしていないのか。 
 事務局   メンバーの中に，現場の教職員も入っていただき，意見等を聞きながら，検

討作成している。 
 片山委員  文部科学省から，教育委員会を通じて学校に新たな業務が発生していく中で，

過去に作成したもので必要ないと思われるものは省いていかなければなら

ない。単に上乗せだけで業務を足していくだけではいけない。職員の不足と

いうのは，絶対的な数だけではなく，相対的なものもある。多忙になればな

るほど相対的な人数は少なくなっていく。昔の教員は，生徒４０～４５人を

当たり前のように見ており，忙しいなどとは言っていなかったが，今は相対

的なものがあるため，生徒３０～３５人の面倒を見ることも忙しい時代であ

る。今何が問題かと言えば，先生が子どもたちと接する時間が非常に少なく

なってきていることである。机上での事務処理が長ければ，当然に休み時間

などに一緒に遊ぶ時間は少なくなり，それが子どもたちの信頼を失っていく

ことになる。子どもたちのことだけをしっかりやっていれば，モンスターペ

アレントなどというものは二の次三の次であり，子どもたちが先生を信頼し

ていれば，親が付け入るすきはほとんどないはずである。そのような意味で

も，現場の声などから，共通したもので不必要な事務は減らしていくような

対策は必要である。 
  小林委員  保護者アンケート調査結果の中で，「保護者からの子どもに係る相談や悩み

への誠実な対応」とあるが，先生が保護者の悩みにまで対応することは大変

であると感じている。今の家庭訪問は玄関先で行うということもあるようで，

家庭のことに踏みこんだことはあまり聞けない状況にある。昔の先生方は，

家庭の状況もよく知っており，それにあわせて相談やアドバイスを行ってい

た。今は、家庭状況を把握できない一方で，相談や悩みへの誠実な対応をし

てほしいという難しい状況に置かれている。背景がよく分からない中で，あ

る特定のことに対してどうしたらいいかと訊かれても，それは全体像の一つ

であるので，そこで的を射た対応はなかなかできないのではないだろうか。

どこまでが先生のすることで，どこからが家庭の責任で行うのかを整理して

いかなければ，先生の多忙感はなくなっていかないと思う。宇都宮市の場合

は，県内他市に比べると，スクールカンセラーが中学校全校に市の費用で配

置されているので，役割分担をすることで，少しでも多忙感を減らしていく

ことも必要である。また，「子どもをよく理解した一人ひとりに応じた指導」

も，保護者が教職員に期待したいことに挙げられているが，これも非常に難

しい問題である。よく先生からある相談の中で，クラス全体の授業の進行を

重んじると，どうしてもそれについていけない子どもが取り残されてしまい，

逆に授業中に教室に馴染めない子どもの対応をしていると，全体の授業の進

行がおろそかになってしまい，どちらにしても保護者から苦情が来る結果と
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なってしまうということを聞くことがある。それに関して工夫できることと

すれば，特別支援という枠を拡げていくことや，各クラスにティーチングア

シスタントや教室ボランティアを１名ずつ配置し，例えば算数の苦手な子ど

もの計算などを，子どもの隣にいてフォローしてあげるといったことも考え

られる。担任の先生が同時に両方に対応することは困難であると感じている

が，宇都宮市ではどのような現状にあるのか。 
   事務局  スクールカウンセラーについては，昨年度，中学校２５校に各１名，小学校

においては６ブロックに分けて６名配置した。相談件数は年間約１万 1 千件

あり，前年度は約９千件程度ということからも増加傾向にある。教員の悩み

をできるだけ解消し，指導に成果をあげるという目的もあることから，教員

からの相談が一番多い状況であるが，保護者や子どもからの相談も受けてい

る。子どもについては，もう一方で，昨年度まで「心の教室相談員」を中学

校２５校に派遣していたが，今年度からは，更に積極的に子どもたちに関わ

ろうということで，名称を「メンタルサポーター」と変更し，教室に入った

りしながら，子どもたちの様子を見ていくようにしている。また，特別支援

教育については，昨年度，基本計画を策定したが，今年度から通常学級にい

る発達障がいの子どもが，その場ではなかなか授業ができなかったり，他の

子どもたちに学習への影響がある場合には，「かがやきルーム」という別の

教室を設け，そこに担当者を配置し，１週間のうち１０時間程度を目安に，

取り出し授業を行うことで，双方の学力向上の確保に努めているところであ

る。将来的には，正規教員の配置が必要であると考えているが，現在のとこ

ろは指導助手で対応している。 
 鈴木委員  各市町によって取組がだいぶ違うと思うが，宇都宮市は，都市型の教育環境

の中で難しい課題がとても多いと推測されるが，先生方も一生懸命頑張って

おり，さまざまな取組姿勢は高い評価を得ているのではないだろうか。先ほ

どから「雑務」ということが話しに挙げられているが，教員にとって何が雑

務なのかという問題がある。教職員からの意見の中で，「教材研究や授業に

ついては，どんなに忙しくても多忙感はない。しかしそれ以外については多

忙感がある」と言っている。私も教員であるのでよく分かるが，自分の専門

分野である教材研究をしたり，授業で生徒とぶつかり，うまくいったとか，

うまくいなかなったということは，とても面白いものである。しかし，今の

社会全体がそうであるが，行動した後，それをどう評価するか，自分の授業

を反省してどう改善していくかというサイクルが求められている。もしかし

たら，サイクルの後半の部分を雑務と捉えている教員もいるのではないだろ

うか。商売をされている人なども，いろいろと計画されて多くの顧客と接し，

その後の分析を非常に熱心に行って改善している。生徒の通知票の作成など

は，教員にとって大変な作業ではあるが，丁寧に書いて保護者に褒められた

りすると教員はやる気が向上するものである。私も「自分の子どものこんな

ところまで先生は見てくれているんだなぁ」と，親としてとても感激したこ

とがある。そのようなことも含めて，我々教員は，今求められているサイク
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ルの後半の部分を特に重視してしかなければならないと感じている。 
 太田会長 通知票などを書いて，その反応が返ってくるという，一連の行為そのものが

教育効果であると言える。そのためには個性的なものを作るということも当

然に必要である。外形的な共通部分については，ある程度マニュアル化でき

る部分があればしたほうがいいが，それには評価の問題などもあるので，お

互いの基準みたいなものを研究会などの場で検討・作成していってほしい。 
 北村副会長 企業において社員を育てるのは大変であるが，生徒にもバラつきがあり，先生

方の仕事も本当に難しく大変であると実感している。大企業では優秀な人材

が辞めていくことが多く，３０代になり管理職になると，責任を負わされて

「うつ病」になったりしている。人を育てる場合，生徒や社員を想うことが

第一歩であり，それは誰にでもできる。しかしどう接してどう言うかという

ことは，受け取り方にも違いがあるので本当に難しく，場合によっては言い

過ぎてしまう。私も長年繰り返しやってきたが，自分の思った通りには決し

て育たない。最終的にはやはり，社会全体が育てるので，社会が厳しくなら

ないと人は育たないと思う。民間企業で仕事の面白さが分かってくるのは，

５年ぐらいもがきぬいてからであり，そういう経験をしないとなかなか勤ま

らない。最近の秋葉原や八王子で発生した事件は，甘やかすことが原因であ

り，学校や教育委員会も，社会全体の問題として捉え，これからは勇気をも

って社会や保護者に言う時代が来ているのではないだろうか。 
 太田会長 教育は，いつの時代でも課題を抱えており，苦労し汗を流して頑張っている

が，どれだけ進歩があるかというと，なかなか成果が見られないものである。

それでも当面の問題に対してどう応えるか努力をしていくことは大事なこと

である。これからも，学校・家庭・地域などが一体となって様々な課題に取

り組んでいかなければならない。 
 

５ 協議事項(1) 最終報告に盛り込む取組について 
  原田委員 メンタルヘルス対策についてであるが，先ほど小林委員からの示唆的な議論

の中で，今の家庭訪問が玄関先で行うということを言っていたが，保護者や

家庭とどのような距離を持つかということは，昔の先生方は感覚的に人生経

験などから体得していたと思う。しかし最近は，保護者の多様化や教職員の

資質が変化していることから，専門家を招いて，距離の置き方とか，どのよ

うに関わり接していくかというような内容の研修を実施するとともに，ガイ

ドラインなどを作成することは，予防的な意味で必要ではないだろうか。当

たり前のことではあるが，いかに相手との距離を置くかということは重要で

あり，それが今までの感覚とは違ってきているということを，対策の取組に

盛り込むとよいと思う。また，校務のスリム化についてであるが，例えばワ

ークシェア・ジョブシェアなどは，情報管理がますます難しくなってくると

思うが，パソコンの有効活用のため，規格やソフトの統一，文書・形式の統

一などは，今後更に進めてもらうとともに，情報管理の徹底については，再

度，注意を促していただきたい。 
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 小林委員 距離の取り方という問題は本当に難しく，最終的にはケースバイケースであ    

る。たとえガイドラインを作成したとしても，それはあくまでもガイドライ

ンであって，マニュアルにすべきではないと思う。個々の場面で相手との空

気をどう読むかが必要であり，ＨＯＷ ＴＯではなく，四角四面ではない余

裕を持たせた最低限のガイドラインだけはあって，後は臨機応変に対応する

ことが望ましい。また，最終報告に盛り込む取組案に，メンタルヘルス対策

を，宇都宮市がこの時代に先駆けて前面に打ち出してくれたことに大変感謝

したい。専門家等によるケア対策の推進の中で，早期発見・早期対応を図る

ために，ライフステージの節目の教職員を対象としたカウンセリングの導入

とあるが，カウセンリングということではなく，気軽に話しをするような予

防教育的な感じで取り組んでいただけるとよい。そのためにはまず，アナウ

ンスメントすることが大切である。私の勤務する大学では，昨年度から新入

生に対して，４月の早期に大学入門講座を開設し，その中にメンタルヘルス

の講話を取り入れた。大学生という時期の発達課題や起こりやすい問題、学

生相談室の利用の仕方などの周知を行った。その結果，以前よりも早い時期

に相談に来てくれるようになり、早期に適切な対策を講じることによって，

２～３回の面談で解決できるケースが増加した。学校現場でも、例えば管理

職という立場になった場合，こういう問題が今までとは違った視点で起きる

可能性があるといった予測される変化や，それに対する手立て，また相談の

秘密が守られる中立的なサポート体制の存在などを教職員にアナウンスメン

トしていく必要があると思う。 

北村副会長 現在，カウンセリングなどを含めて，先生に対しての自己申告という制度はあ

るのか。 

事務局  カウンセリングについては，県のシステムがあり，希望者は誰でも診断を受

けることができる。また，学校の中での自己申告ということは行っていない

が，現在，教職員評価という制度を導入しており，自分で目標を設定し，自

己評価をしているが，その時に必ず管理者との面談を行っている。当初面談，

中間面談，最終面談と年３回実施しているが，その際に教員の悩みを聞いた

り指導したりする機会となっている。 

北村副会長 組織の大きいところほど，本音を言えないのが日本の社会の現状である。上司

によっては本音を言える場合もあるが，私の知人も，なかなか本音を言えずに

定年まで過ごしたと言っていた。職制上，やはりある程度意見を吸収するよう

なことは必要であると思っている。人を扱うということは，行ったり来たりで

とても大変なことであり，親でもよく分からないのに，ましてや他人の子ども

を扱う先生方のご苦労は大変なものがあると感じており，意見等を集約できる

ようなシステムづくりは重要である。 
片山委員 最終報告に盛り込む取組のようなメンタルヘルス対策が充実すれば，１か月

以上の休職者などは除々に減ってくるように思う。患者のほとんどはうつ病

であるが，場合によっては１～２年経過しても立ち上がりが悪いとか，配置

転換しても直らないことがある。このような場合は人員を代えるなど，何ら
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かの措置を考える必要があるのではないだろうか。また，精神疾患に統合失

調症などがあるが，このような診断を受けて，教員として不向きになってし

まった場合には，厳しいことではあるが，子どもたちのためにも早期に適切

な対応をしなければならない。それから校務のスリム化についてであるが，

先生方が児童生徒の登下校のことにまで気を回すのはどうだろうか。フラン

スの教師は，学校内のことしか関わらないでおり, 国もそれを認めている。

日本の先生方は人がいいというか，自分の職業以外のことでも，保護者など

から依頼されるとつい手伝ってしまう。児童生徒の登下校の安全確保などは，

地域の人々や教職員のＯＢなどに任せることも，校務のスリム化を進めてい

くには必要な気がする。 

鈴木委員 教職員の資質・能力の向上の取組は，非常に工夫をされていて分かりやすく，     

今後ぜひ推進していってもらいたい。その中で，特に新規の長期的な取組と

して教職員人材育成システムの構築が挙げられているが，養成段階からとい

うのは難しいように思うが，採用から研修，評価，異動，任用を「人材育成」

という視点でもう一度見直すことはとても重要である。単に教員研修という

と，上からの押し付けというイメージになってしまうため，一人ひとりのた

めに人材育成をしていくという中で，任意の研修や経験者研修を行っていく

べきである。また，教職員研修の体系の初任者研修や５年目研修，１０年目

研修に日数が記載されているが，当然にその研修期間ですべてが終わるので

はなく，それはあくまでも各年代における研修目的を達成するための単なる

入り口であるので，そこで提起された課題を５年間で解決していくという意

識をもってもらいたい。教員は毎日の授業で納得したり反省したりしながら

向上し，また，校長・副校長から指導されたり励ましの言葉をもらったりす

る。いわゆる毎日の授業などが研修であり，仕事と研修は分けられないもの

である。宇都宮市独自の３０年目対象の研修はとても画期的である。 

小林委員 教職員研修の中にセクシャルハラスメント研修があるが，最近の動向ではパ

ワーハラスメントも重要視されているので，法定研修でなければ，「ハラスメ

ント研修」という形で実施したほうがよいのではないだろうか。 

事務局  これまでは，セクシャルハラスメント研修として実施していたが，最近はパ      

ワーハラスメントという言葉も頻繁に出てきているので，内容を見直す方向

で考えていきたい。 

 

６ その他  
 
      次回日程調整 平成２０年８月２８日（木）午後４時から開催予定で調整 
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